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当院の外来診療から紐解く秋田のこれから 
 

                      

                       副院長 □  剛 俊 

 

当院の消化器内科外来は、主治医制で週２回の外来を行っている。そ

の 7～８割の患者さんが、指定難病のクローン病（ＣＤ）と潰瘍性大腸炎（Ｕ

Ｃ）である。この疾患は、中学から大学の若年期に発症することが多く、薬

物治療や食事療法の継続が必要で定期的な通院が欠かせない。2025 年

には秋田県の登録数はＵＣ1586 人、ＣＤ394 人である。当院は、ＵＣ376 人、

ＣＤ131 人であり、秋田県の中では患者数が多い。20-60 歳代の若い年齢層も多く（グラフ）、進

学、就職、転勤などの紹介状を作成する機会が多い。その紹介理由と行先を調査した。最も多

いのは、当院で状態が安定しかかりつけ医に紹介した 41 人（平均 49.9 歳）で、その後も県内に

在住していると予想される(表)。一方、進学や就職は、東北圏内より関東地方が圧倒的に多く、

県外からの帰秋は０人であった。転職者は、体調を崩して地元の秋田で治療し回復後 30 歳前

後に再び関東への移動がほとんどであった。35 歳を中心とした転勤族は、北東北の支社のある

県に紹介するか、関東地方の本社に戻ることが多かった。 

 これらをまとめると、元気になった若者は関東圏へ旅立ち戻ってこない 。30 代の転勤族は北

東北の支社を回遊して本社へ戻り、50 代以降になるとようやく秋田に留まる 。つまり、働ける若

い層は体調が悪いときには秋田で療養するが、それ以外は県外へ流出してしまう。結果として県

内には移動しない 50 歳以上の高齢者の比率が高まり、高齢化率日本一の現状を加速させてい

る 。 

 当院のＩＢＤ患者さんの動向は、秋田県全体の人口動態の縮図そのものである 。しかし裏を返

せば、慢性疾患を抱えても安心して暮らせる環境が秋田県にあるのではないか。県内に残る

人々を支える「医療環境の充実」こそが、これからの地方都市「秋田」の持つべき強みであり、最

大の魅力になり得るのではないかと思っている 。 

図表を一緒にご覧ください！→ 
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※チラシの内容を一部抜粋 
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お子さんが書いてくれた絵だそう 

 かわいい＆上手ですね～！ 

 

  



 

 

  

 

 
 

 

～編集後記～ 

 サッカーW 杯盛り上がっていますね！ブラジル戦は２時に起きよう！と一度寝たものの、起きられず結局３時頃(後半)から応援しました！ 

１点入っていて勝てるかも！と思ったのもつかの間、後半戦はブラジルの強さに圧倒。。いや～強かった。日本代表は負けてしまいました

が、最後の笛が鳴るその瞬間まで諦めずに向かっていく姿に感動したのでした。試合はもちろん本田氏の解説も全てが楽しかった！感謝

感謝です。W 杯は４年に１度の楽しみを提供してくれていますが、その他にも夏になると夏祭りや花火、海などなど楽しみなことが沢山あり

ますよね(子どものようにワクワクするのは筆者だけでしょうか？)。羽目を外しすぎず忙しい日々を忘れリフレッシュしたいものです。そのた

めにも夏休み計画的に取っていきたいですね！           情報提供はこちらまで！→hensyuubu@akita-city-hospital.jp   編集部    
 

 


